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短大生における就職活動と卒業後の状況
─ファッション・デザインコースにおける実態調査を中心に─
College Studentsʼ Condition for Job Hunting and after Employment










































ゼミ１ ゼミ２ ゼミ３ ゼミ４ 合計
まだやっていない 0 2 2 4 8
就職活動中 5 7 5 3 20
就職活動終了 2 7 3 2 14
合計 7 16 10 9 42



























































































































































































ゼミ１ ゼミ２ ゼミ３ 合計
まだやっていない 0 2 1 3
就職活動中 3 2 7 12
就職活動終了 4 3 0 7
合計 7 7 8 22
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2008年３月卒業生では転職者４名からも返送があったが、2009年３月の卒業生は全員卒業
時の職場に続けて勤務している人である。
しかし、16人のうち12人（75.0％）が卒業時の就職先で継続して勤務していることは、卒業
生の全体像とは程遠いのではないかと思われる。
「往信」の部分も付けたままで返送されたものも２通あり、往復はがきにどのように対処する
か分からなかったり、手紙を書くという基本的なこと自体が欠けているために「返信」を出さ
なかったりという卒業生も多いと推測できる。しかし、それ以上に、離職して転職を繰り返し
たり、現在フリーターだったりして、今更もとの担任に連絡しても・・・との判断から「返信」
を送ってこなかった卒業生も多いのではないかと危惧している。
また、進路指導への意見・職場での悩み・後輩への一言を自由に書いてもらうように設けた
「メッセージ欄」に、転職した人だけでなく継続勤務中の卒業生においても「いつも辞めたいと
思っているが、負けないよう毎日頑張っています。」、「就活は大変ですが、就職後の方がもっと
大変と、今すごく身にしみてます。」、「個人売りにとても厳しい会社で、みんながライバルで常
にピリピリした空気で、売上げが取れないとボーナスももらえません。」などの担任に向けた悲
鳴にも似たつらさを訴えるコメントが寄せられている反面、「第一志望のブランドに配属され
たので、とても楽しく仕事をしています！！」、「良い職場に恵まれて、毎日新鮮で楽しいで
す。」といったコメントも寄せられている。
したがって、働くとはどういうことかをしっかりと自覚させるとともに、就職活動時の企業
研究をしっかりやり、働きやすい企業や自分に合った職種を選ぶ選択眼を養わせることが、早
期離職をさせないためには大切であろうと思われる。
なお、「返信」がなかったグループだが、卒業時に進学を選択した学生の多くが、卒業後に元
の担任である私のもとに相談に訪れており、その状況は次のようなものである。
2008年度卒業生では、ゼミ２から１名が大学編入、ゼミ４からは大学編入１名と専門学校入
学３名がいた。しかし、これらの学生は前出の就職活動のアンケート調査時に「まだしていな
い」と回答した学生たちであり、その後、就職活動をすることなく、あるいは少しだけやって
成功しなかったために、進学を決めた学生たちであった。
その結果は、ゼミ４の４名のうち、大学編入者は「転居先不明」で往復はがきが戻り、専門
学校進学の３名は全員夏休みまでの数ヶ月のうちに退学してしまっている。そのうちの１名は
昨年秋に就職し、もう１名は転職を繰り返した後、今年の９月から新しい職場に勤務している。
２名ともに、専門学校を辞めたあとで、就職の相談やエントリーシート作成などで元のクラ
ス担任の所に通って来ていたが、その度に中途での就職の厳しさと、卒業時に就職しないで安
易な道を選んだことへの後悔を口にしていた。
Ⅴ．おわりに
ファッション・デザインコースでは比較的地味でおとなしく真面目にコツコツやるタイプの
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学生と、学習意欲が高くて方向さえ示せば自分からどんどん就職活動をして内定をいくつもも
らってくる学生、学習意欲もなく化粧やネイルアートにエネルギーを注ぎ、自分からは全く就
職活動をせず、このまま放っておくと卒業も危ぶまれ、何とか卒業してもフリーターになって
しまう確率の高い学生との３グループに分かれていることが、身支度の時間や費用の面からも
明らかになっている。特に、第３のグループの学生は就職活動のためのエントリーシートの書
き方の相談に、自らすすんで担任のもとを訪れることなど皆無である。そして、就職活動中の
学生が就職セミナーや説明会、会社訪問などに費やしている時間を、これらの学生はアルバイ
トに向けていることが多く、必然的に高額の収入を得て、それを自分の自由になる小遣いとし
て、自身のおしゃれや遊興のために使っているのである3）。
したがって、2007年度のゼミ４の学生たちに代表されるように、ゼミの担当者がクラス担任
以外であった学生たちは、ゼミの先生に就職の相談をするでもなく、担任と全く顔を合わせな
いまま厳しく注意されることもなく、就職活動に関する情報も届かず、呑気に１年生の時の延
長線上で、時間割に余裕が出た分はさらにおしゃれをすることに費やし、将来を考えることな
く今が楽しければOKといった価値観のまま過してしまっている。そして、窮余の策として専
門学校への進学をしたものの、元来何をやりたいのかという明確な目標もないままの逃避とも
言える進学であったために、結局短期間のうちに退学してしまうという最悪の結果になってい
たのである。
改善策として、2008年度の２年生ではクラス担任がすべてのゼミを担当し、就職についても
常に目を光らせることとした。
しかし、前述の第３グループに属する学生が主導権を持ってしまったゼミ３においては、就
職活動を具体的に行っている学生においても、就職セミナー・説明会は最初に行った時期が５
月：２名、会社に最初にエントリーした時期が５月：２名、６月：１名であり、他の内定者が
多い集団に比べて半年近い遅れをとっている。しかも、周囲に内定者がいないため、のんびり
しており、何とかなるという根拠のない安心感が満ちていた。秋学期になってもその傾向は変
わらないため、卒業間近の時期になっても学生を呼び出し、担任主導での就職活動を展開し、
何とか１名を除いては就職活動終了で卒業式を迎えることができたというのが実情である。
短大生においては自分ひとりでさっさと行動する学生は少数であり、多くの学生は常に群れ
て行動しようとする傾向が見られる。駅で待ち合わせをして登校するのと同じように、就職セ
ミナーや会社説明会にも友人と一緒に行こうとする学生が多い。
その結果、早い時期から就職活動で行動的な学生が周囲にいるゼミでは全体に開始時期も早
くなり、内定者も多くなっている。また、１社内定した段階で安心して就活を終了する学生の
ゼミと、１社内定してもさらに就活を継続して志望に近い企業を目指す学生集団のいるゼミと
に分かれてもいる。しかし、早い時期に就職活動を開始した学生のいなかったゼミでは、全員
がのんびりしており、担任が毎回うるさく言っても行動に移した学生が少ないことも判明し
た。
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ところで、2007年度と2008年度の調査で、ともに就職活動を「まだしていない」学生が皆無
であったゼミ１には、それぞれフレッシュマン・セミナーのリーダー学生たちがいた。このリ
ーダー学生自体、希望者がいないために担任が頼み込んでなってもらったという経緯がある
が、それでも、このリーダー学生たちが就職活動でも中心的な役割を果たし、ゼミのメンバー
を牽引していったということが数字の上でも明らかになった。
また、ゼミ３の学生で12月にセミナー・説明会に行き、１月に最初のエントリーをするな
ど、早いスタートを切っておきながら、１、２社落ちると就職活動自体を諦めてしまい、その
後はエントリーすることなく過ごしている学生が１名いるが、これはこのゼミだけに限らず、
クラスの学生全体に見られる傾向である。高校入試・短大入試と推薦入学やAO入試で受験競
争の洗礼を受けていない学生が多いため、１社落ちるとこの世の終わりのように落ち込み、次
の就職試験を受けるのを止めてしまうのである。18歳まで受験という競争を全く経験しておら
ず、「受けたら絶対に入れる会社を紹介して！」と言ってくる学生に、就職試験はそれまでの試
験と違って振い落とす試験であること、１社だけ受けてそこに合格して就職活動終了というの
は稀有なケースであることを十分に理解させることが必要であろう。
現在、ファッション・デザインコースではクラス担任が１年次のキャリアデザインの授業に
引き続いて、２年次の生活科学セミナーを担当しており、生活科学科の他のコースでもほぼ同
様の体制をとり、１年秋学期から２年次の春学期・秋学期の１年半の間、学生に就職について
の情報を送り続け、就職率100％にできる限り近づけるようにと努力している。しかし、不況
で求人数が激減している中で、「何とかなる」という根拠のない安心感に浸り緊張感のない学生
集団や１、２度の失敗で諦めて就職活動自体を止めてしまっている学生集団を卒業までに意識
改革すること、就職活動からの逃避としての進学をさせないこと、さらには、継続して勤務で
きるような企業や職種を選んで就職できるようサポートすることなど、クラス担任に課せられ
ている責務はますます重くなっているといえよう。
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【注】
１）井上和子・西谷正弘・佐藤啓子・大出英子・砂盃ひとみ・先川直子：「目白大学短期大学部学生の
生活実態調査（第１報）─食事、運動、休養、飲酒、喫煙─」、『目白大学短期大学部研究紀要』第
43号、平成19年
　　先川直子・西谷正弘・大出英子・砂盃ひとみ・佐藤啓子・井上和子：「目白大学短期大学部学生の
生活実態調査（第２報）─身支度、授業態度、アルバイト、読書及び図書館の利用─」、『目白大学
短期大学部研究紀要』第43号、平成19年
　　佐藤啓子・大出英子・西谷正弘・先川直子・井上和子・砂盃ひとみ：「目白大学短期大学部学生の
生活実態調査（第３報）─職業に関する意識と環境問題に関する意識について─」、『目白大学短期
大学部研究紀要』第43号、平成19年
２）先川直子「生活科学科学生の身支度に関する実態調査─コース別特性と経時的変化─」『目白大学
短期大学部研究紀要』第44号、平成20年
３）先川直子「前掲書」p.41
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資料１
就活・身支度等に関するアンケート調査（ファッション・デザインコース２年用）
2007年７月
昨年夏のアンケート調査以降どのように変化しているのか・いないのか、また、その原因は何
かを探ることにより今後の指導とカリキュラム編成に生かしていきたいので、協力をお願いし
ます。 （担任　先川直子）
就職活動について
①　まだしていない　　　②　活動中　　　③　活動終了
①の人：理由は何ですか？
②、③の人：
　就活をはじめたきっかけ（複数回答可）
　　１．進路ガイダンス　　２．友人　　　３．親・兄弟　　　４．クラス担任
　　５．ゼミの先生　　　６．何となく　　　7．その他　（具体的に
　就活について相談したのは（複数回答可）
　　１．進路指導課　　　２．友人　　　３．親・兄弟　　　４．クラス担任
　　５．ゼミの先生　　　６．相談しない　　　7．その他　（具体的に
　就職セミナー・説明会に最初に行った時期
　　昨年12月　　今年１月　　２月　　３月　　４月　　５月　　６月　　７月
　　その他（
　会社に最初にエントリーした時期
　　昨年12月　　今年１月　　２月　　３月　　４月　　５月　　６月　　７月　
　　その他（
　内定をもらっている人は、内定が出た時期
　　３月　　４月　　５月　　６月　　７月　　その他（
クラス担任とゼミ担当が　　①　同じ　　　②　異なる
　①．②それぞれの、就活に関しての利点・欠点などを、自由に書いてください
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資料２
就活・身支度等に関するアンケート調査　（ファッション・デザインコース2年用）
2008年７月
就職活動の現状と、登校前の身支度について入学時からどのように変化しているのか・いない
のか、また、その原因は何かを探ることにより今後の指導とカリキュラム編成に生かしていき
たいので、協力をお願いします。 （担任　先川直子）
就職活動について
①　まだしていない　　　②　活動中　　　　　③　活動終了
①の人：理由は何ですか？
②、③の人：
　就活をはじめたきっかけ（複数回答可）
　　１．進路ガイダンス　　　２．友人　　　３．親・兄弟　　　４．クラス担任
　　５．何となく　　　６．その他　（具体的に
　就活について相談したのは（複数回答可）
　　１．進路指導課　　　２．友人　　　３．親・兄弟　　　４．クラス担任
　　５．相談しない　　　６．その他　（具体的に
　就職セミナー・説明会に最初に行った時期
　　昨年12月　　今年１月　　２月　　３月　　４月　　５月　　６月　　７月
　　その他（
　会社に最初にエントリーした時期
　　昨年12月　　今年１月　　２月　　３月　　４月　　５月　　６月　　７月
　　その他（
　今までにエントリーした会社数　　（　　　　）社
　内定をもらっている人は、最初の内定が出た時期
　　３月　　４月　　５月　　６月　　７月　　その他（
　全員：就活でクラス担任に頼りたいことは何ですか
　１．求人情報　　　２．エントリー用紙作成の相談　　　３．会社についての相談
　４．その他（具体的に
就活に関して感じたこと・思っていることなどを自由に書いてください。
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資料３
あなたの学生時代の就活と現在の状況について、次の質問に回答してください
　　　　　　　　　　　　　　　　目白大学短期大学部生活科学科
 ファッション・デザインコース　担任　先川直子
１．卒業年について
①　卒業したのは　（　　　　　）年３月
②　就職した職種：
　　　　　良かったら会社名も
③　そこに内定した時期
④　そこは第（　　　）志望の就職先
⑤　就活を始めたのは（　　　）年生の（　　）月
２．現在について
①　今の勤務先は卒業時と同じ　　YES　　NO
　　　NOの人は　卒業後（　　）度目の職場で
　　　（　　　　　　）年（　　）月から勤務
②　今の仕事は、いつごろまで続ける予定ですか？
　〈メッセージ欄〉
　進路指導への意見・職場での悩み・後輩への一言など
